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○けん銃等の譲受け許可事務取扱要領について 

平成８年４月19日 

佐警本例規（生保）第６号 

改正 平成17年４月佐本務発第307号、26年３月第257号 

銃砲刀剣類所持等取締法の一部が改正され、警察官又は海上保安官は、公安委員会の許可

を得て、けん銃等の譲受けができることとなったが、本県警察官に係る許可事務の取扱要領

は、「けん銃等の譲受け許可事務取扱要領」によることとし、平成８年４月19日から運用す

ることとしたので、事務処理上誤りのないようにされたい。 

けん銃等の譲受け許可事務取扱要領 

１ 趣旨 

この要領は、銃砲刀剣類所持等取締法（昭和33年法律第６号）第27条の３に規定するけ

ん銃等若しくはけん銃部品等の譲受け若しくは借受け又はけん銃実包の譲受け（以下「け

ん銃等の譲受け」という。）の事務取扱要領について必要な事項を定めるものとする。 

２ 許可の申請手続 

(1) けん銃等の譲受けの許可を受けようとする場合は、けん銃等の譲受け許可申請書（様

式第１号）により、生活安全部生活安全企画課長（以下「生活安全企画課長」という。）

を経由して、佐賀県公安委員会（以下「公安委員会」という。）に申請するものとする。 

(2) 生活安全企画課長は、けん銃等の譲受け許可申請書を受理したときは、速やかに警

察本部長（以下「本部長」という。）を経由して、公安委員会に上申するものとする。 

(3) 本部長は、佐賀県公安委員会事務決裁等規則（平成15年佐賀県公安委員会規則第２

号）第５条の規定により専決したときは、速やかに公安委員会に報告しなければならな

い。 

３ 許可等の通知 

本部長は、公安委員会がけん銃等の譲受けを許可した場合には、けん銃等の譲受け許可

通知書（様式第２号）により、けん銃等の譲受けを許可しなかった場合には、けん銃等の

譲受け不許可通知書（様式第３号）により、所属長に通知するものとする。 

４ 結果の通知 

けん銃等の譲受けの許可の通知を受けた所属長は、けん銃等の譲受けの結果を、けん銃

等の譲受け結果通知書（様式第４号）により、生活安全企画課長を経由して、公安委員会

に通知するものとする。 

５ 処理経過の整理 
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生活安全企画課長は、けん銃等の譲受け許可申請処理簿（様式第５号）を備付け、けん

銃等の譲受けの許可に係る処理結果を明らかにしなければならない。 

６ 保秘の徹底 

けん銃等の譲受けの許可申請、公安委員会の許可等については、捜査上の秘密に関する

事項であることから保秘の徹底を図るものとする。 
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